
倶
舎
論

に
お
け
る
無
表

に
つ
い
て

阿

部

真

也

北
伝

ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
独
特
の
考
え
で
あ
る
無
表
業
に
つ
い
て
は
、

既
に
多
く
の
研
究
成
果
が
出
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
倶
舎

論
に
あ
る
無
表
業

(色
)
の
記
述
に
つ
い
て
梵
本
と
両
漢
訳

を
対
照
さ

せ
つ
つ
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
な

お
引
用
は
梵
語

、
新
訳

(正
蔵
二
九
)、
旧
訳

(同
)
の
順
に
示
す
。

無
表

(旧
訳
で
は
、
無
教
)
の
原
語
は
倶
舎
論
で
は

と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
原
語
よ
り

「
知
ら
し
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
の
意

が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
両
漢
訳
も
そ

の
意
訳

で
あ

る
。
ま

ず
、
無
表
の
定
義
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

①
乱

心
無
心
等

随
流

浄
不
浄

大
種

所
造

性

由
此
説
無
表

乱
心
無
心
耶

随
流

浄
不
浄

依

止
於
四
大

何
無
教
色
説
(
p
.
1
6
3
c
)

界
品

十

一
頌
で
、
『
乱
心
や
無
心

の
者

に
も
、

随
流

で
あ
り
、

浄
や
不
浄

に

し

て
、

大
種

に
よ

っ
て
あ
る
も

の
、
そ
れ
が
す
な
わ
ち
無
表
と
呼
ば
れ

る
。
」

と
定
義

し
て
い
る
。
続

く
長
行

に
お

い
て
こ

の
頌
を

解
釈
し

て
い
る
の
だ
が

印
度
學
佛
教

學
研

究
第
四
十
四
巻
第

一
号

平
成
七
年
十
二
月

最
後

の
部
分

に
次

の
二
文
が
出
て
く
る
。

②

無
表
雖
以
色
業
為
性
如
有
表
業
、
而
非
表
示
令
他
了
知
。
故
名
無
表

(
p
.
3
a
)

此
法
雖
以
有
色
業
為
性
不
如
有
教
色
可
令
他
知
。
故
名
無
教
。
(
p
.
1
6
3
c
)

③
略
説
、
表
業
及
定
所
生
善
不
善
色
名
為
無
表
。
(
p
.
3
a

)

若
略
説
、
有
教
色
三
摩
提
所
生
善
悪
性
色
名
無
教
。
(
p
.
1
6
3
c

)

②
で
は

「色
と
作
用
を
自
性
と
す
る
点
は
表

の
よ
う
で
あ
る
が
、
他
に

知
ら
し
め
な
い
か
ら
無
表
で
あ
る
。」
と
し
て
原
語

の
意
味
に
通
じ

る

説
明
を
し
て
い
る
。
③
は
、
①
か
ら
②
に
い
た
る
全
体
を
受
け
て
の
結

語
で
あ
り

「簡
略
に
説
け
ば
、
表
と
定
と
に
よ

っ
て
生
じ
た
善
・
不
善

の
色が
無
表
で
あ
る
。」
と
す
る
。

以
上
よ
り
、

表
と
定
と
に
よ
っ
て

生
じ
る
、
善

・
不
善
で
無
記
で
は
な
い
、
色
で
あ
り
作
用
を
有
す
る
、
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他

に
知

ら

し

め
な

い
、

と

整

理

で

き

る

。

こ
れ

ら

の
う

ち
、

最

も

奇

妙

に
み

え

る

の

は
、

色

で
あ

る
、

と

い
う

定

義

で
あ

る

、

次

に
、

色

で
あ

る

理

由

に

つ
い

て

の
記

述
を

挙

げ

る

こ

と

に
す

る

。

そ

れ

は
、

色

(
r
u
p
a
)

に

つ
い

て

の

論

議

(梵
本
p
p
.
9
~
1
0

、
新

訳
P
.
3
b
~
c、
旧
訳
p
.
1
6
4
a
~
b
)

の
中

に
出

て
く

る
。

④
表
色
有
変
碍
故
、
無
表
随
彼
亦
受
色
名
。
譬
如
樹
動
影
亦
随
動
。

此
亦
由
有
教
変
壊
故
、
其
同
変
壊
。
如
樹
動
影
動
。

⑤
有
釈
所
依
大
種
変
碍
故
、
無
表
業
亦
得
色
名
。

復
有
余
師
説
、
依
止
変
壊
故
、
無
教
亦
変
壊
。

こ
れ
ら
二
つ
の
理
由
を
挙
げ
て
い
る
。
④
は

「表
が
変
化
し
壊
れ
る
か

ら
、
そ
れ

(無
表
)
も
ま
た
変
化
し
壊
れ
る
も
の
で
あ
る
。
樹
が
動
く

と
き
、
影
も
動
く
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
」
と
す
る
。
倶
舎
論
中
で
色
を

「変
化

し
壊
れ
る
も

の
」
と
定
め
た
の
を
受
け

て
の
説
明
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
説
は
適
切
で
な
い
と
し
て
し
り
ぞ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
表
が
滅
し
た
と
き
に
無
表
も
滅
す
る
こ
と
に
な
り
、
表
業
が
滅

し
た
の
ち
の
無
表
業

の
存
続
を
説
明
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

し
て
、
⑤
の
説
を
有
部
の
正
統
説
と
し
て
認
め

て

い
る
。
「
所
依

の
大

種
が
変
化
し
壊
れ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
他

は
言
う
」
と

す
る
。

つ
ま

り
、
所
依
の
四
大
種
の
性
質
が
無
表
に
も
あ
る
の
だ
か
ら
無
表
も
変
化

し
壊
れ
る
こ
と
に
な
り
、
よ

っ
て
の
と
い
え
る
、
と
い
う
説
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
の
引
用
に
よ
り
、
有
部
が
無
表

を
色
と
し
た
こ
と
は
わ
か

る
が
、
更
に
加
え
て
、
無
表
が
仮
立
で
は
な
く
実
有
で
あ
る
と
主
張
す

る
記
述
を
次
に
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。
色
と
す
る
説
に
深
く
関
わ
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
八
の
理
由
に
分
か
れ
る
。
ま
と
め
て
以
下
に
引
用

す
る
。
(梵
本
p
p
.
1
9
6
~
1
9
7

、
新
訳
p
.
6
9
a
、
旧
訳
p
p
.
2
2
6
c
~
2
2
7
a

)

1
以
契
経
説
色
有
三
種
。
此
三
為
処
摂

一
切
色
。

一
者
有
色
有
見
有
対

。
二

者
有
色
無
見
有
対
。
三
者

有
色
無
見
無
対
。

(新
)

於
経
中
説
色
有
三
種
。
有

三
処
能
摂
諸
色
。
有
色
有
顕
有
碍
。
有

色
無

顕

有
碍
。
有
色
無
顕
無
碍
。

(旧
)

2
又
契
経
中
説
有
無
漏
色
。
(
新
)

仏
説
有
無
流
色
。
(
旧
)

除
無
表
色
何
法
名
為
無
顕
無

対
及
無
漏

色
。

(新
)

若
除
無

教
色
則
無
無
顕
無
碍

色
及
無
流
色
。

(
旧
)

3
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又
契
経
説
有
福
増
長
。
・
・
・
・
・
・

除
無
表
業
、
若
起
余

心
或
無
心
時

、
依
何

法

説

福
業

増
長
。
(新

)

経

中
又
説
増
長
。
・
・
・
・
・
・

若
離

無
教
、

異
縁

心
人
、

福
徳
業
処

不
応
有

増

長
。

(旧
)

4
又
非
自

作
、
但
遣
他
為
、
若
無
無
表
業
、
不
応
成
業

道
。
(新
)

若

人
自

不
作
、
但
教
他
作
、
若
無
無
教
、
業
道
不

応
成
。
(
旧
)

5
若

不
観

於
法
処
所
摂
無
表

色
者
、
此
言
闕

減
便

成
無

用
。

(新
)

此

言
則

成
無
用
、
若
不
見
無
教

色
在
法

入
摂
。

(
旧
)

6
又
若
無
無
表
応
無
八
道
支
。

(新
)

若
離
無

教
色
、
聖
道
不
成
八
分
。
(
旧
)

7
又
若
擾

無
無
表
色
者
、
則
亦

応
無
有
別
解

脱
律

儀
。

(新
)

若
無
無

教
色
、
波
羅
提
木

叉
戒
亦
不

応
成
。
(
旧
)

8
又
契
経
説
。
離
殺
等
戒
名
為
堤
塘
戒
。
能
長
時

相
続
堰
遇
犯
戒
過
故
。
非

無
有
体
可
名
堤
塘
。

(新
)

於

経
中
説
。
遠
離
戒
為
塘
。
能
遮
邪
戒
故
。
若
此
無

不
応
成

塘
。

(旧
)

こ
れ
ら
の
内
、
1
、
2
、
3

、
5
、
6
、
8
は
教
証
で
あ
り
、
他
は
理

証
で
あ
る
。
中
で
も
最
も
重
要
な
の
は
7
と
8
で
あ
る
。
7
は

「
ま
た

無
表
が
な
け
れ
ば
、
別
解
脱
律
儀
も
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
」

と
い
う
。
そ
し
て
、
8
で
は

「経
に
、
遠
離

は
堤
塘
で
あ
る
、
破
戒
を

防
ぐ
か
ら
、
と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
存
在
し
な
い
も
の
が
堤
塘
で

あ
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
か
ら
無
表
は
実
に
有
る
。」
と
し

て
い
る
。

こ
の
二

つ
よ
り
、
無
表
を
受
戒
と
結
び
付
け

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
、
倶
舎
論
中
の
無
表
に
つ
い
て
、
そ

の

一
部
を
み
て
き
た
。
最

初
は
、
行
為
に
伴
う
余
勢
と
い
っ
た
意
味
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が

有
部
の
教
理
の
発
展
と
と
も
に
、
色
と
し
て
位
置
づ
け
、
ま
た
、
実
有

で
あ
る
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
受

戒
に
お
け
る
戒
体
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
り
そ
の
重
要
性
が
増
し
て
い

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

無
表
、
色
、
a
v
i
j
n
a
p
t
i(大
正
大
学
大
学
院
)
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